
研究概要と成果

環境政策等への貢献
・発生したタイヤ粉塵を検出・同定する手法を確立することができた。同様の調査を行うこと
で、広く全国の状況を調査することが可能になった。
・発生する粒子数が多い個所について知見を得ることができた。粒子が多く発生する個所から
優先的に対策を行っていくことで、効率的に対応していくことができる。
・今後さらに発生状況を詳細に調査していくことで、環境基準の設定などに資する情報を得る
ことができる。
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研究成果サマリー

目的

• 自動車走行に伴って発生するタイヤ粉塵
を、マイクロプラスチックの一部と考え、道
路上での発生状況を調査する。

• 発生状況は自動車の走行に伴うものであ
ることから、走行状況との関連を検討する。

概要

• 直線走行区間、曲線走行区間、複合走行
区間(交差点)の3種類の地点でサンプリン
グを行い、結果を比較した。

• 直線走行区間においては、主に地点の交
通量に影響を受けた。

• 曲線走行区間では、回転半径に影響を受
け、内輪側及び緩和曲線終了部分で多く
発生する。

• 複合走行区間である交差点では、右左折
などの曲線走行を含む箇所で多く発生す
る。

結果

• 従来の研究では、自動車走行に伴うタイ
ヤ粉塵として、SPMやPM2.5などの大気へ
の放出が注目されていた。

• 近年、タイヤを、マイクロプラスチックの一
部と考え、その海洋への流出可能性が問
題視されるようになった。

• そこで、本研究では、自動車走行に伴うタ
イヤ粉塵の発生状況を調査検討する。さら
に、走行状況との関連を検討する。
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